譲渡対象資機材の概要
〔国内基地保管分〕
１．Ｄｅａｐ　Ｓｅａ　Ｂｏｏｍ（スリックバー社、米国）

【1号東京湾基地（千葉県）に保管】
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船上で充気し、海面に繰り出す。各25ｍの気室に3m×8の小気室を有する二重充気システム。ブーム材質はウレタンコートポリエステルを採用。フェンスの寸法（充気時）は海面上61cm、海面下91cmで全長250m。全ての機器をコンテナに収納（2.4m長×3.5m幅×2.6m高）、総重量約6.0トン。
２．Ｋｏｍａｒａ１２Ｋ（バイコマ社、英国）

【１号東京湾基地（千葉県）、２号瀬戸内基地（岡山県）、３号伊勢湾基地（三重県）に保管】
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↑１号東京湾基地　　　　　　　　　↑２号日本海基地　　　　　　↑３号伊勢湾基地
ディスク構成。重量は55Kgと軽量で、2人によるオペレーションも可能。低粘度油用に最適。最高回収量12トン/時、含水量2%以下。4基をパワーパック（ディーゼルエンジン）とともに専用コンテナに収納（3.0m長×2.4m幅×2.6m高）。総重量約3.1トン。
３．Beach Boom（ポリウレタン製）（バイコマ社、英国）
　　　【2号瀬戸内基地（岡山県）・3号伊勢湾基地（三重県）に保管】
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↑２号瀬戸内基地　　　　　　　　　　　　　↑３号伊勢湾基地

浅瀬、砂浜用オイルフェンス。材質は熱可塑性のポリウレタンで非常に軽く、持ち運びが容易でコンパクトに収納できる。ショアーガーディアン120m（8×15mセクション）、シーセンチネル200m（8×25mセクション）を付属品とともに専用コンテナに装備（2.99m長×2.4m幅×2.59m高）。約2.7トン。
４．Uni Boom８００R　（エンバイロ・ティーム社、ノルウェー）
【４号日本海基地（新潟県）に保管】
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オイルフェンスの浮体の中にリング式与圧機構を持つ自己膨張構造のオイルフェンスであり、フェンスの寸法は、海面上80cm、海面下100cmで全長200mである。展張、回収作業を容易にするためのターンテーブルを装備。全システムをコンテナ（7.396m長×2.758m幅×3.1m高）に収納。総重量約15.0トン。

５．Transrec２５０（フラモ社、ノルウェー）【５号北海道基地（室蘭市）に保管】
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大型油回収装置（回収能力250トン/時）で、様々な種類の流出油に対応するべく3種類のスキマーヘッド（堰式、ディスク式、ベルト式）を備えている。機器の運転はホースリールの脇に設けられた制御盤から、または遠隔操作に切り替えてリモートコントロールにより操作可能。本体、スキマーヘッド、パワーパック等を3個のコンテナ（7.4m長×2.5m幅×4.1m高、重量約１５トン×1コンテナと、6.06m長×2.44m幅×2.59高、重量5トン×2コンテナ）に収納。
〔海外基地保管分〕

１．Hi Sprint１５００(バイコマ社、英国)　【２号カフジ基地（サウジアラビア）に保管】
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送風機で空気を浮体部に充填して使用。寸法は海面上60cm、海面下90cm、重量は6kg/m。ユニコン・ジョイント。材質はナイロン、ネオプレン両面コート。リール巻き250m単位で、送風機などの付属品とともにコンテナに収納（3.1m長×2.4m幅×2.6m高）、総重量約4.6トン。
２．ＧＴ１８５－６（ラモア社、フィンランド）　【２号カフジ基地（サウジアラビア）に保管】
使用方法はデスミ２５０と同様で、カッター付アルキメデスポンプは横置、回収能力約50kl/時。回収機本体、パワーパック、ホースなどの付属品とともにコンテナに収納（3.0m長×2.4m幅×2.6m高）、総重量約2.8トン。
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３. ＤＥＳＭＩ２５０（デスミ･ロークリーン社、デンマーク）　【４号アブダビ基地（ＵＡＥ）に保管】
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3個のフロートの中央部に位置するホッパー（漏斗）部分の、海水面に対する高さを調整して流出油を誘導し（リモートコントロール）、縦型に組み込まれたカッター付アルキメデス型スクリュー・ポンプによって、高粘性油を付着したゴミとともに吸引回収。回収能力約50kl/時程度。回収機本体、パワーパック、ホースなどの付属品とともにコンテナに収納（3.0m長×2.4m幅×2.4m高）、総重量約3.5トン。
